
KURAMAを用いた走行サーベイデータの解析

1.データ解析用の基礎データの収集

a) 校正試験
○２月１０日に福島市周辺にてKURAMA‐I

システムを用いた校正実験を実施。

○異なる線量率レベルの地域を含む周回
コースを設定して測定を実施。

○周回コースの一部にて自動車を停車して、
車内及び車外周辺の線量率を測定。

○車を停車しての測定値と走行しながらの
測定値を比較。

b) 調査結果の統計解析
○１次調査と2次調査の比較

○in situ Ge検出器測定及びスクレーパープ
レート土壌採取の際に測定した地上1m
線量率値と走行サーベイ結果の近接値
を比較

(1) 車体の遮蔽係数 1.3 

○第１次調査で用いた車体の遮蔽係
数の有効性を確認

○広い面積が均一に汚染した地点（駐
車場）で測定を実施

○同一地点で車内の線量率と車体が
無い場合の線量率を比較
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同一箇所における第1次走行サーベイと第2次走行サーベイの測定結果の比較

※第1次走行サーベイで測定された箇所から30m以内の地点で第2次走行サーベイの測定結果が得られている場合、同一箇所として採用する。

○第１次調査に比
べて同一地点の
線量率が３０%近
く減少

○半減期による
減衰に比べて大
きい

○道路の除染効
果の影響か



○：第1次KURAMA測定地点

△：第2次KURAMA測定地点

30ｍ以内を同一測定地点として採用



(2) KURAMAによる測定値と周辺での線量率測定値の比較

a) 2/10の校正実験の結果

傾き 1.2

b) 地上1m値と走行サーベイ結果の比較

○走行サーベイ地点から一定の距離以内にある
地上1m の線量率測定値との比較

○車内の測定値と車外周囲９点
（20 m 以内）の地上１m空間線量

率平均値を比較

○KURAMAの測定値に比べて周囲の空間線量率は平均で1.2倍程度高い

(遮蔽効果補正済み） (遮蔽効果補正済み）
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(3) 走行中の測定値と停車中の測定値の比較

○停車時指示値：停車時に５
回連続測定した線量率の平
均値

○走行指示値：走行しながら
測定した停車地点前後の線
量率の平均値

○走行時と停車時の線量率に
有意な違いは認められない

○遮蔽効果の補正係数1.3を用いてKURAMA‐Iの結果を補正してマップ化
○周辺の線量率との平均的比率 1.2 の情報をどのように表すか



走行サーベイによる道路周辺の測定結果の表し方（案１）塗りつぶしたパターン

※本マップは、平成24年1月時において、道路周辺30mの範囲において、NaIシンチレーションサーベイメータを
用いて、測定された結果と道路上の走行サーベイの結果を比較して得られた補正係数1．2を道路上の測定結果に
乗じた結果を太丸で表示している。なお、道路上の測定結果は表示している結果より2割程度低い。

(第１次調査の結果に適用)



走行サーベイによる道路周辺の測定結果の表し方（案２）中抜きにしたパターン

イメージ

※本マップは、平成24年1月時において、道路周辺30mの範囲において、NaIシンチレーションサーベイメータを
用いて、測定された結果と道路上の走行サーベイの結果を比較して得られた補正係数1．2を道路上の測定結果に
乗じた結果を中抜きの丸で表示している。

(第１次調査の結果に適用)



データ自動解析プログラ
ムを開発して使用

2. KURAMAデータの解析作業について





道路から外れたデータの道路上への移動 （１）

道路から外れたデータ

道路上へ戻したデータ



道路から外れたデータの道路上への移動 （2）

道路から外れたデータ

道路上へ戻したデータ



トンネルデータの除去 （1）

除去したトンネルのデータ



トンネルデータの除去 （2）

除去したトンネルのデータ



スパイク状のノイズの除去 （1）

除去したノイズ



スパイク状のノイズの除去 （2）

除去したノイズ



まとめ

1.走行サーベイデータ解析用基礎データ
○遮蔽効果の補正係数は1.3で変化なし

○走行中と停車中でKURAMA測定値に有意な違いはない

○道路の除染効果により道路上の線量率値は周囲に比べて小さい

○KURAMAの測定値に比べ周囲の線量率は平均で1.2倍程度

2. サーベイデータの解析結果

○データ自動解析プログラムを開発

○異常データの除去、トンネルデータの抽出等の処理を実施

○70万点を越えるデータの処理が１時間程度で可能

○５秒毎に取得したデータの処理により広範囲にわたり信頼のおけ
る詳細な線量率分布が得られた
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